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ライフコースと生涯スポーツに関する一考察

一高齢者のスポーツ愛好家を対象とした事例研究-

柴田 丈(埼玉県立岩槻商業高等学校)

A Study of Life Course and Lifelong Sports 
-A Case Study: Sports Participants of the Elderly-

Takeshi SHIBATA(Iwatsuki Commercial High School) 

Abstract 

The purpose of this study was to recognize the reality of lifelong sports more profoundly. The way 

of study was individual hearing research of people 60 years of age and over in Saitama Prefecture 

who were active sports participants. 

The resu1t of this research was that their sports activities in their late teens were deeply related 

with their lives of today， in addition， their continuous sports activities were supported by meeting 

teachers and friends or by the cooperation of their families. In other words， sports participants of 

the elderly had many experiences using their bodies， and implicitly knew that environment involving 

themselves was important. 

Moreover， the following results were obtained， to perform sports continually， it was important to 

take the connection of ordinary life with sports activity positively. And continuing the sense of value 

was very important for lifelong sports. 
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抄録

本研究の目的は、「生涯スポーッ」の現実をより深く認識することである。研究方法

は、埼玉県内に住む60歳以上のスポーツ愛好家を対象にした、個別の聞き取り調査であ

る。

調査の結果、 10代後半のスポーツ活動が現在の生活に深く関わっていた。またスポー

ツ活動の継続は、教師や友人との出会い、さらには家族の協力によって支えられている

ことがわかった。換言すれば、スポーツ愛好家は、身体を介して多くの「経験」をして

いるとともに、自己を取り巻く環境が重要であることを暗黙のうちに知っている。

スポーツを継続的に実践していくためには、日常生活とスポーッ活動の関わりをポジ

テイヴに捉えることが大切であり、尚かっその価値観を継続させることが「生涯スポー

ツjにとって大きな意味があると考えられる。

キーワード・生涯スポーツ、経験、高齢者、ライフコース
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1. 問題の所在

「生涯スポーッJという言葉をよく見聞きするよう

になったが、中でも社会の流れに敏感な学校教育にお

いてよく用いられ、体育の授業では指導要領を基に、

将来を見据えた授業展開が試みられている。しかしそ

の現実は、指導要領の表層を捉えた実践が多く、「生

涯スポーツ」の持つ意味についての理解や解釈は非常

に暖昧と言わざるを得ない。

この原因の一端は、学校現場をも含めた一般社会で

の理解の多くが、あたかも「生涯スポーツ」を共通認

識しているという錯覚を基底にして、継続的なスポー

ツ活動の現実を自明の枠でくくってしまうところにあ

るのではないだろうか。言い換えれば、「生涯スポー

ツjを実体(すでにそこにあるもの)として捉えてし

まうこと自体に問題があると思われる O

学校現場に身を置く筆者が「生涯スポーッ」を問う

ためには、これまでに筆者が恩恵を受けてきた体育の

授業やスポーツ活動といった、経験的知識に基づいた

展望(パースペクテイヴ)に依拠する以外に方法はな

いが、さらなる広い祝野で「生涯スポーツ」について

のパースペクテイヴを求めるためには、単なる経験的

な思い込みゃ数値化されたデータのみに依存してきた

認識を解体し、再構築しなければならない。

そのためにはまず、実際にスポーツ活動を行ってい

る人々が何を考え、如何なる状況で活動を行っている

のかに対し、筆者自身がより深い認識力を持たなけれ

ばならない。そこで本研究の目的は、「生涯スポーツ」

に関する様々な事象の中から、特にスポーツ愛好家の

ライフコースに接近することにより、「生涯スポーツ」

の現実が如何に構成されているのかを、

より深く認識することとした。

2. 研究の方法

(1 )研究の方向性について

「生涯スポーッ」という言葉が如何

なる行為の集合として用いられている

のかについて問い直すためには、まず

「生ける行為」そのものの現実を捉え

ることから始めたいと考えた。そのた

めには、継続的にスポーツ活動を行っ

ている実践者自身のライフコースを調

査し、その中で自明のこととして見な

されてきたことや、無意識のうちにやり過ごしている

事柄を如何に読み込むかという作業が重要となってく

る。

したがってその作業を行うにあたっては、あくまで

も個人にこだ、わり、フィールドワ}クを通して基礎資

料を得ることとした。

( 2 )調査方法とその対象者

-調査方法:現在までのスポーツ経験を中心に、これ

までの生活を、各々の話しやすい方法・

手順で語ってもらう個別の聞き取り調査。

後日その内容を筆者がまとめ、郵送。対

象者が紙面にて確認・訂正を行う 0

・調査場所:対象者の自宅、大会会場、練習場、喫茶

庖。

・調査期間:平成6年9月25日~平成7年8月6日0

・対象者:埼玉県に在住している60歳以上1) (62-

67歳)のスポーツ愛好家(陸上競技3名、

テニス 2名)。

3.結果と考察

( 1 )調査対象者のライフコース

OA氏について(図 1) 

(調査場所:自宅月日:9/25、10/20、1/14、

4/29) 

旧制中学時代、草野球ではあったが準硬式野球の投

手として活躍し、高校入学後も野球部で活躍したいと

思っていた。しかし野球道具一式を揃える経済的余裕

がなく、結果的に陸上部に入部した。入部の根拠とし

ては、入学した高校が「全員運動部活制jであったこ

A民{昭和8年宮媛県生まれ)
年齢 l

田ト ー一一一一一-一ー一一スポーツ活動時期
酷ト
制ト

62ト金
田ト".
開卜 i
国ト 1生
Mト i
52ト自由← i
4Bト l家

46~ 
44 i-族

"← ;i仁 三五会f音被〆r ・70，位%。
36卜!エ/6
2ドi 区大会一ンパ

塑トー」 刷労者大会 1.761位 λずら融
制 r ~1 

自仁:定 博舘智治押b会醐融語生トー定 大学運動会日 JI・74 I.K'。
"卜 ju1 関東インカレ ードル 5位 ι〆イ。
回ト i窓 [.....r.-. 
16卜 jl島 高校時代ハードル県 1位 ノイ
16卜/'刊醐
14ト白 中学時代噂硬式野!I<~〆〆↑ 大学入学
~~卜ゐ / 高袋入掌
薦。 闘繍 E魁.

H ・ーー' ・ーー・ H ← ー・ 抽 硝
同 輔脈 融揖 岩戸郎副闘いきなぎH 岨 11 I¥T JI.f包

岡市すわh伝1hi4iLz5i-占ゐ占 H ム7b7i-J4Li--4ームムいiよ

マスターズ陸上

マスターズ趨上 / 退際
アキレス腿繍 r 

。
衛手市

明議
去
園
胃
簡
易

売

買

網

目
婚
脳
陣
〈

M
M
鑑
、
務

女
向
島

↑
長
出
回

T
i本

ハ》

層転
居

ト
E
タ
a咽

県
内

動
府
県

転
都
都

A
O
O
 

図1 A氏出来事連関図
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と、以前より「駆け足が速かったjこと、道具を揃え

ることが他の運動部より「安上がり」であったことが

あげられる。入部後は、先輩から薦められたハードル

競技に取り組み、自他共に練習の虫と認めていた。親

に買ってもらったスパイクシユ}ズのためにも頑張ろ

うと思い、さらに部内の良きライバルにも恵まれ、 3

年生のときには、県大会の110mJrハードルで優勝し

ている。また当時地元出身の高跳ぴ選手(当時早大生

であった鈴木義博氏)の正面跳びのフォームを写真で

見て、自分も同じような跳躍がしたいと思い、自分な

りにまねてみた。

大学入学とともに上京し、陸上部に入部。 2年生の

ときには関東インターカレッジで活躍したが、その大

会の直前に行った盲腸炎の手術が、結果的にその後の

体調に影響し、退部をした。復調後は学部対抗の運動

会に走り高跳びで参加したが、そのときの 1m74とい

う記録は、当時のインターカレッジの入賞記録(同じ

年の関東学生陸上 1部校では、 1m70で5位入賞)と

比較しでも遜色がない。

就職後は地元(宮城県仙台市)に戻り、県の勤労者

大会の走り高跳びで優勝し、全国大会にも参加した。

しかし翌年には転勤で再び上京した。その後13回の転

勤を繰り返すこととなるが、その間結婚や子供の誕生

などをはさみ、それぞれの地区で地元の陸上競技大会

に参加している。

仕事量も影響し、 33歳を境にしてスポーツ活動から

遠ざかるが、もともとスポーツに対する興味関心や欲

求が高く、 49歳のときマスターズ陸上のことを新聞紙

上で知るとともに登録を行い、大会参加をしている。
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しかしこのとき、走り幅跳びの l回目でアキレス臆を

痛めた。

その後は、再び仕事に忙殺されたり、内臓疾患で手

術を行うというアクシデントにも見舞われ、再度スポー

ツ活動から遠ざかるが、その間もスペクテーターとし

てI栄々なスポーツに触れていた。

退職を機に再びマスターズ陸上に参加するようにな

り、膝痛などの症状を抱えながらも、自己の体調に合

わせたスポーツ活動を継続している。

OB氏について(図 2) 

(調査場所:自宅月日:10/8、11/10、1/21)

高等小学校卒業後一旦機械工として就職したが、母

校の校長先生の薦めで教員養成所に入り、准訪11導の資

格を取得して地元の小学校の教員となった。小学校の

教員時代には、村の青年団陸上大会の走り高跳びで優

勝し、郡の大会でも優勝している。

20歳のときに師範学校へ編入し、中学の体育と職業

(技術)の免許を取得して地元の中学校へ赴任した。

その後10年の問に、走り幅跳びゃ走り高跳ぴ、短距離

走などで3度県の教職員陸上大会に出場している。ま

たその問、授業では地域性を生かしたスキーを行うな

ど積極的な取り組みをしているとともに、陸上部やス

キー部の顧問として生徒を全国大会に導いている。し

かしB氏にとって運動部の顧問としての意識は、スポー

ツ活動をしているというよりも、教員の仕事のーっと

捉えられる。その後、地区の中体連事務局を引き受け

たり、地域住民を対象にした歩く会などで実際に野山

を歩いてはいるものの、この活動についても自己のス

ポーツ活動としてよりも、指導的立場という意識に基

マスターズ陸上
多くスキー
方参会 / '  

づいた活動と言える O

自仁! 中休途絶区
1/'1 

入院

定年を待たずに退職し山形県を離れ、

以前より義父母が移り住んでいた埼玉

県に転居した。
56ト l生

52ト l殖

50ト
48トー l家

中体遺地区
事務局

ム

44卜;銭 ジY 義父死去

お ド.，-;:，(
r 県教・同陸上大会 ..-/ 

去に i 同日でつお珍戸/̂
主卜 l ¥Jρ/.男誕生
押，-"一一 運動1I顧問 ..-:./'t
日卜 /:.;;活?義理綬埼王Lこ土地麟入'61 定 ージ/ c長女iiit-一一
日トー 青年団郵陸上金五

12ト世 II-J 1位 A 結婚
ZOrー 青空手団付慢上大会レ/1
18卜家 H.J 1位 ノ/色? 中ヤ佼赴任体育織業=筏篠)
6 rー し〆' 関崎字続編入
14ト族 ノイ
ロト /敬鏑養成所入学 惨訓事}

議 i 小学校赴任 ml 恒.

副会長 J

、/ムム長女結婚

A 

/'，・E勘
@ 県外転居
0， 県内低層

・ー・←→ H ←ーーー・ 同 園 舎一ー・

現在ではマスターズ陸上をはじめ、

万歩会、歩くスキーといったスポーツ

活動に参加している。しかしマスター

ズ陸上の登録に際しては、情報提供を

含め、行政機関の対応の悪さにかなり

苦労させられた。，)それでも今日スポー

ツ活動を継続して行っている背景には、

B氏自身が教員時代に獲得した様々な

スポーツ経験と、その経験の結果とし
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通じて獲得された身体経験の意味は大

きいと感じる。しかし今日のC氏は、

自己の身体を直接的に捉える環境3)が

整っており、このことが日常生活とス

ポーツ活動の媒介的意識として「健康」

を意味づけていると考えられる。

OD氏について(図 4) 

(調査場所:練習場所、大会会場

日:6/11、7/9、8/6)

学生時代、特にスポーツが得意とい

うわけで、はなかったが、病気による高

校退学をきっかけに健康に対する強い

意識が生まれ、それに伴って身体への

こだわりが出てきた。地元(秋田県)の木工訓練場で

技術を習得することと並行し、ジョギングを行ったり

陸上競技の練習などを行うようになったが、その過程

には、共に活動した友人の存在があることを見逃せな

い。その後上京して就職をしたため、競技会に参加す

るなどの本格的な活動は行われなかったが、健康とい

う視座から身体を見据える気持ちに変化はなく、現在

までジョギングを継続するとともに、日常の生活も規

則的に行う等の注意を払っている。

現在のスポーツ活動への直接的なきっかけは、 45歳

のとき偶然に参加した町内の運動会である。しかし D

氏の活動についての基本的な要因は、高校退学後の一

連の活動にまでさかのぼって捉える必要を感じる。

その後50歳のときに新聞記事で知ったマスターズ陸

上への登録を行い、現在でも年に 2-3回のペースで

大会に参加するとともに、休日には市の陸上競技場に

月
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て得られた身体活動に対する B氏自身の価値観に依る

ところが大きいと考えられる。

OC氏について(図 3) 

(調査場所:自宅月日:2/1) 

後楽園球場の近くで生まれ育ったため、小さい頃か

らプロ野球を観戦する機会に恵まれ、その影響もあり

小学生のときすでに野球用のスパイクを買ってもらっ

ていた。戦時中は何度か自宅を焼失し、学徒動員(朝

霞飛行場整備等)や学童疎開(埼玉県熊谷市)も経験

している。

戦後すぐに大学に入学し、そこでは仲間とともに野

球同好会をつくった。さらに英語教師として埼玉県内

の中学校に赴任後も野球部顧問として積極的に野球と

関わっていった。体を動かすことが好きだったため、

管理職になるまで、常に運動部の顧問を引き受けてい

た。また個人的には、ゴルフやスキーなどの趣味を楽
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しんでいた。

退職後もスポーツを愛好する気持ち

に変わりはないが、少年野球の指導な

どに関わる気はないという。 C氏にとっ

ての野球は「勝負」そのものであり、

「健康」のために体を動かそうと思っ

ている現在の生活には当てはまる余地

はない。すなわち、同じスポーツであっ

ても、これまでに経験してきた野球と、

現在行っている週 1-2回のテニスと

では、「勝負」と「健康jという対極

的な意識に依っている。もちろん、現

在のC氏の日常生活にとって、野球を



協力しながらコ}トづくりをしていく

ときのイニシアチブ)のE氏からは、

積極性と創造性が読み取れる。

退職後は、より多くの時間をテニス

関連の活動に費やしている。しかしこ

のようなスポーツ活動への関わり方は

安易に獲得されたものではなく、その

基底には他者と共有する楽しさについ

て、学生時代から無意識のうちに身体

に擦り込まれてきたE氏のスポーツ観

を否定することはできない。

( 2 )ライフステージとスポーツ活動

ライフステージ毎のスポーツ活動を

見ると(表 1)、全員が10ftから何らかのスポーツ活

動を行っていた。今日ほど趣味に対する選択の幅がな

かったことも関係しょうが、それ以上にスポーツを楽

しもうとする自己の意識やその意識づけを助長する周

囲の環境が大きな影響力を持っていたと考えられる。

すなわち、自己にとってポジティヴに作用する他者

(例えば教師や友人)の出現がその後の生活において、

結呆的に転機の役割を呆たしていたという事実が認め

られ、逆に疾病等により身体的条件が整わなかったり、

転勤等により社会的条件が満たされなかった場合など

では、スポーツ活動の中断が見られた。

調査の結呆から、スポーツを通して体現されている

「生き生きとした現在」は、次の要因によって基礎づ

けられていると考えた。

-スポーツ活動それ自体が目的的意識となっている 0
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面跳びの写真 好会 構気で高校退

定 →体調不良 学
位 (22-28) (15-29) (23-29) (16-29) (23-30) 
家 全国勤労者大 校長助言→推 中学英語教諭 憧康意識・ジョ 就職→大学研
臨 会 訓導青年団 野車部顧問・ ギング・陸上 究室→再就職・

転勤 陸上大会→中 県大会入賞 競技→上京・ バレー部劃l睦
学体育免許取 就職

得運動部顧
手士 問

トー
会 (28-60) (29-58) (29-60) (29-) (30-60) 
人転勤 運動部顧問・ 運動部顧問→ 憧康意識・転 パレ』→テニ

地域陸上大金 スキー全国大 管理職 居地区運動会 ス・会社事転
→プランク→ 会引率→巾体 事方JJ-+マスター 転居大会出
マスターズ畳 連地区事輔局 ズ聖録番加 場・テニスク

録ー出場けが 副会長 転職・景荒低 ラプ創設→市

生 →構気入院 連ーマスター テニス協会理

殖 ズ士会継続的 事長等

ま (60-) (58-) (印-) に重参加 (60-) 
族 マスター1→

県外ー転ズ居晋→録マ. 
世康意識 関東テニス協

退膝構・会社体 ス夕 、 弔球テニス 会理事
職育館菅理→マ 出場万歩合・ -テニス・圃 家庭婦人指導

憧スターズ 歩くスキー 碁・俳句 体調不良

痛気入院
マスターズ出
場

ライフステージとスポーツ活動表 l

出向いて練習を続けている。

活動の基底には今でも健康に対する強い意識が見ら

れるが、今後の目標についてのD氏の気持ちは、健康

を見据えながらも、暗黙の内にさらに高いレベルを志

向している。

OE氏について(図 5) 

(調査場所:大会会場、喫茶届 月日:6/11、7/13)

父親の仕事の都合上インドネシアで生まれ、小学校

4年生のときに一家で東京に転居した。

高校のときには、バレーボールで全国大会に出場、

大学でもバレーボール部で活動した。就職後も社内に

バレー部をつくったり、母校の大学のパレ一部の監督

を10年務めるなとε非常に活動的で、あったが、一連のきっ

かけは、旧制中学のときの一人の先生との出会である。

このとき E氏は、多くの人たちと場を共有しながら活

動を行う中にスポーツの楽しさがあることを学んで、お

り、このスポーツ観が現在でも様々な年齢層の仲間た

ちとテニスを楽しんでいる E氏に深く関わっている。

さらに、現在テニス協会において要職を引き受けてい

るE氏の存在を直接的に位置づけることとなった転機

E氏出来事連関図図5

は、バレーボールからテニスへの切り替えのタイミン

グが大きいが、それ以上に、仲間とともにスポーツを

高いレベルで楽しもうとする E氏自身のスポーツに対

する価値観と、その価値観に対する周囲の理解や協力

が大きな要因として働いていると考えられる。

E氏のスポーツ活動は、それぞれのライフステージ

において常に中心的な位置づけをなしているが、中で

もテニスクラブを創設し運営していく過程(例えば、

テニスコートになりそうな空き地を借り受け、仲間と
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ぼす他者の存在がある。

-現在のスポーツ活動は、それぞれの経験的知識に基

づいて行われている。

-現在のスポーツ活動は、日常に包摂されなおかつ、

日常を否定しない非日常的時空間.)において存在し

ている。

( 3) rいまJrここ」におけるスポーツ活動とそのコ

ンテクスト

生涯スポーツを個人という視座で捉えた場合、そこ

にはそれぞれのコンテクストが横たわっており、それ

ぞれの「いまJrここ」と無条件に繋がっている「あ

のときJrそこ」を捨象することはできない。

メルロー=ポンテイ 5)も言うように、「私という主体

は、過去と未来という二重の地平を有しているからこ

そ……客観的な時間のなかで一つの固定した自己」と

して認識できるわけである。さらにそこでの私という

主体は、まさにシユツツ叫が言うところの身体と見な

される。

例えば陸上競技やテニスを単純に勝敗という視座か

ら捉えると、勝敗を決する場は閉じられた空間として

「この」世界(“the"world )となる。しかしスポー

ツ愛好家にとっての「このj世界は、さらにシュッツ

が示すように、「私の生活史的状況の関連のある諸要

素に即して、『わたしの』世界へと移し換えられるよ

うになるJ7)可能性が高いと思われる。すなわち、外

から眺めている他者の自に映るプレーヤーとしての身

体からは、個々のコンテクストが捨象され、まさしく

行為者としてのみその場に存在する。しかし行為者で

ある私の意識は、当然自己の生活史の上に成り立って

おり、フィールドやコ}トにおける行為自体、「私の

世界」における純粋な身体活動として意識づけられて

いると考えられる。

このような認識把握の根拠は、対象が高齢のスポー

ツ愛好家であることとも関係していようが、それを強

く印象付ける要因として、個々の「経験」が深く関係

していることに注目したい。もちろん各々が獲得する

経験は千差万別であり、その経験的差異という事実に

裏づけられることによって個が強く表出されてくると

考えられる。

しかし表面的には差異を生み出す「経験」も、その

基底には、ある共通性が読み取れる。例えばアルノル

ト・ゲーレンは経験について、「実習であり、取捨選択

であり創造と構成であるが、それによっていつでも正

しい判断がくだせるわけではない。すなわち『経験の

ある』人とは、何かが出来る人J8)を指すと言ってい

る。言い換えれば、「経験」の持つ共通性とは、科学

的実証に基づいた客観的な正しさと捉えるよりも、各々

の生活世界において身に擦り込まれた、その人にとっ

ての「確かさ」と捉えられよう。

もちろん、どのようなことをどの手呈度経験:したのか

によって、「いまJrここ」における選択肢の数や質は

異なってくる。しかし如何に経験を積んだとしても、

我々が日常生活において下す様々な判断の根拠となる

「確かさ」は、常に媛昧な感覚から切り離されること

なく、また如何に科学が発達した今日でも、その出発

点は自己の視界を介した世界経験9)以外にはあり得な

し、。

スポーツを愛好している高齢者は、自己の身体を取

り巻く様々な条件が整うことで、スポーツ活動の場と

しての非日常的な空間との関わりを持てるようになる

が、同時に、その自己を規定しているものが科学的で、

ある以上に経験的で、あることを知っている。さらにそ

の多くは、「日常知」叫として身体に擦り込まれてき

たものである。このことはフゃルデユー叫がスポーツ実

践の弾力性について述べている点を具体的に示したも

のと言えよう。

愛好者は、大会等において競技を行う空間を共有す

るとき、他者を排除するのではなく、常に共在者との

深い仲間意識を優先させている。これは、愛好者にとっ

てのスポーツ活動の場が、日常と完全に切り離された

勝負という志向性に強く固執した空間とは異なり、個々

の生活世界を切り捨てることなく形成される、付与的

な場を裏づけているからである。

生涯スポーツの本質的価値は、日常という自明性の

枠に包摂されているため、一見捉えにくい非日常的時

空間における「生き生きとした」身体活動を通してな

される、日常生活への有意味な働きかけにあると考え

られる。

換言すれば、スポーツ愛好家にとって、スポーツ活

動という行為そのものが、その都度の日常世界の「い

まJrここJを再構築する大きな要因として働いてい

るのではないだろうか。
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4. まとめ

紙面の都合上、時代背景という面からの考察は行わ

なかったが、それでも今回の調査に応じてくださった

方々は、ある意味での人生の成功者と言えよう。しか

しその成功は安易に得られたわけで、はない。

スポーツ活動継続の根拠を愛好者の視点に立って捉

えると、①スポーツに対して純粋な愛着を感じ、②自

己を取り巻く環境への積極的な働きかけを行い、③自

己のペースを維持する努力を積み重ねてきた結果、と

言える。すなわちそれぞれの対象者が、現在までの過

程で、その都度知識の集積に依拠しつつ行った選択を、

利那的に終結させなかったという事実が、スポーツ活

動を継続させている要因として、今日の個々の日常性

を方向づけているのではないだ‘ろうか。
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